
（公社）⿅児島県農業・農村振興協会 事業実施期間 令和4年度
（⿅児島県）

当協会は，県内の農林業等に関係する⾏政・農協等の各種団体28組織により構成される農林業・農⼭村の振興及び県⺠福祉の向上に寄与することを⽬的と
して設⽴された公益社団法⼈である。農業分野における求⼈・求職の情報収集や農家からの労働⼒確保に関する相談活動等の対応を⾏う相談員を設置し，労働
⼒軽減につながるスマート農業の紹介，外国⼈技能実習制度等の情報収集・提供などを⾏っている。このような中，新たな農業労働⼒確保⽀援対策として他県
で利⽤が進む１⽇農業バイト「デイワーク」の導⼊・普及に取り組み，⾼齢化が進⾏する農村部の労働⼒のマッチングツールとして普及を図る。

⿅児島県，⿅児島県市⻑会，⿅児島県町村会，(⼀社)⿅児島県農業会議，県農協
中央会・各連合会（信連・経済連・厚⽣連），全国共済連⿅児島県本部，薩州開
拓農協，県酪農協，県たばこ耕作組合，県農業共済組合，県⼟改連，(公財)県地
域振興公社，(公社)県畜産協会，県農業信⽤基⾦協会など28会員

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

①デイワークの利⽤（運営許可済）農家：７１⼾（⽬標値８０⼾）
②マッチング⼈数：３，５１１⼈⽇（⽬標値３，６００⼈⽇）
③充⾜（成⽴⼈数／募集⼈数）率：７０％（⽬標値６６％）

成果⽬標と進捗

今年度の取組み内容
ア 労働⼒の需給状況の把握（地域の状況及び労働⼒提供可能な者の把握等）
・認定農業者である県下の農業⽣産法⼈を対象に，現在の雇⽤状況と臨時雇⽤に関する将来の⾒通し等に関する調査を実施（回答413経営体/1,207経営体）
・令和２年実施の農業法⼈（1,551経営体）を対象にした調査では回答者の約43％が労働⼒不⾜と回答していた。
・今回の調査結果では将来の⾒通しについて，「技能実習⽣や特定技能等の外国⼈」と「農福連携」に期待している法⼈が多く，1⽇農業バイト「デイワー

ク」がターゲットとしている「臨時雇⽤（6ケ⽉未満・⽇雇いパート）」と「⼈材派遣会社からのバイト雇⽤」については減っていくという⾒⽅をされて
いる法⼈経営者が多いことが分かった。

・臨時雇⽤を必要とする時期や⼈数について回答のあった182法⼈の調査結果からは，毎⽉平均すると各法⼈１経営体当たり20⼈以上が必要とされ，特に4
〜6⽉については50⼈以上が必要との回答。

・農作業としては野菜やコメ，果樹農家では各作物の収穫作業が，茶農家では春先の1番・2番茶の被覆作業（摘採前の茶園での⿊寒冷紗の被覆作業）と茶
⼯場の清掃，摘採した茶葉の運搬作業が必要とされ，畜産では畜舎・鶏舎の清掃作業や堆肥の運搬，牧草の収穫作業で臨時雇⽤が必要とされている。

イ 産地内での労働⼒確保・育成
・「デイワーク」については昨年12⽉から，指宿市においてモデル実証に取り組み始めていたが，その利⽤は低調であった。
・今回，重点市町村（県下10市町）を中⼼にデイワークの利⽤拡⼤を推進。利⽤している農家を中⼼にして，周辺の農家へ⼝伝えで利⽤が拡⼤。

（２⽉末時点の利⽤状況については，アプリ登録農家：107⼈，募集許可取得農家：71⼈，募集・成⽴できた農家：31⼈）
・１⽇農業バイト「デイワーク」活⽤セミナー（農家研修会）の開催

南薩地域会場 令和４年８⽉18⽇午後（指宿市） 参加者61名
⿅児島地域会場 令和４年８⽉19⽇午前（⿅児島市）参加者41名 各会場とも、①デイワークの紹介と②利⽤農家の体験談，③社会保険労務⼠
姶良地域会場 令和４年８⽉19⽇午後（霧島市） 参加者39名 からの臨時雇⽤の留意点等を説明。

事業実施主体構成員



今年度の取組み内容
ウ 他産地・他産業との連携による労働⼒確保
＜他産地と連携した労働⼒確保＞ 実施なし

エ 労働⼒等のマッチング及びデータベース化
・「デイワーク」のマッチング実績（令和３年5⽉〜令和５年2⽉末⽇までの募集分）は成⽴率70％となり，応募率（応募/募集⼈数）では92％という状況
・労働⼒のデータベース化については個⼈情報のため取り扱いも難しく，取り組んでいない。
・重点市町の農政担当課の担い⼿係には各市町ごとにデイワーク活⽤状況をデータにして情報共有し，今後の推進に活⽤（個⼈情報には注意しながら）
・運営会社の協⼒のもと利⽤者のアンケート調査を実施（対象：利⽤農家31名，求職者419名，未応募求職者374名）

〇利⽤農家（回答者23名） ９割以上が引き続き利⽤したいと回答
〇求職者（回答者194名） ８割の⽅が収⼊確保のためと回答，応募に際して重視した点では「勤務⽇・曜⽇」と回答された⽅が７割弱と１⽇単位で応募

できる点が評価されているようである。引き続きアプリを利⽤したいと回答された⽅は８割であった。
〇応募を⼀回もしたことのない⼈へのアンケート調査では回答者も38名と少なく，利⽤しない理由としては「近くに仕事がない」という回答が６割強と

なった。
オ 農業の「働き⽅改⾰」への取組
・農家の雇⽤者としての⼼構えや「魅⼒ある職場づくり」に向けた研修会を開催

研修はデイワーク農家研修会（前述）と同時に，労働法や職場環境改善に精通した社会保険労務⼠を招聘（８⽉中旬（県下３ケ所で開催））
・農家向けデイワーク活⽤マニュアル本の中でも，基本的な雇⽤者としての⼼構えを記載
・また，「臨時雇⽤の⼿引き」を作成（1,000部）し，県下の市町村・農協へ配布
・先進地調査先の(株)農協観光で教えてもらったＪＡ向けに作成されている「農家さんのための短期労働⼒をパートタイムで雇うためのガイドブック」

についても購⼊し，関係機関の指導者向けの参考図書として配布（100部）した。
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令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

今年度の取組み内容

イ 産地内での労働⼒確保・育成 ＜続き＞

・デイワークの活⽤実績 （令和５年２⽉末⽇までの募集に対する応募状況：求⼈募集5,005件，応募数4,603件，成⽴数3,511件，マッチング率70％）
・デイワークの普及推進への取組

〇チラシとポスターの作成・配布（県下の市町村及び農協，チラシ5万部とポスター100部）
〇アプリを利⽤する働き⼿を増やすために県⺠向け情報誌へデイワーク広告を掲載（記者のアプリ利⽤実体験と取材⽇に働きに来ていた⽅の声など）

発⾏部数：256千部，令和４年11⽉後半出版号（県内都市部の朝刊への折り込みと道の駅や農産物直売施設，公共施設等へ配布）
〇情報誌を出版している南⽇本新聞社のライン広告によるデイワーク体験記事の掲載・PR（令和４年12⽉中旬）

・農家のための「デイワーク」活⽤マニュアル（作成部数2,000部）を県下の市町村及び農協へ配布



（公社）⿅児島県農業・農村振興協会 事業実施期間 令和４年度
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本事業取組みにおける成果項⽬ 次年度以降の取組み内容

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

・実際募集された農家のアンケート調査から農業労働⼒の確保のツール
として「デイワーク」が有効であることが理解された。しかし，利⽤農
家の中で募集まで⾄っていない農家がいることから，作成した資料を配
布し，求職者への対応を含めアプリの活⽤を関係機関でサポートする必
要がある。

求職者の男⼥⽐はほぼ１：１であることや副業として応募されている
⽅が５〜６割であることなど，利⽤されている他道県と同様の傾向が
確認された。

・活⽤されている農家からは「継続して利⽤したい」と９割以上が評価
している（継続利⽤２１名／回答２３名，２名は迷っているとの回答）。

・運営会社について，農業みらい基⾦で利⽤者は今まで無料でサービス
いただいてきたが，農業サービス事業体として農業労働⼒確保に多⼤な
貢献をいただいているので，引き続き国等からの⽀援をお願いしたい。

・県央のさつま町においては⻘森県鶴⽥町との連携による労働⼒確保⽀
援の取組が進められており，さつま町のみかん農家と鶴⽥町のリンゴ農
家で労働⼒の交換の動きが出てきている（現在，産地間連携の取組で公
募事業へ募集中）。

・デイワークについては普及啓発⽤の資料を活⽤して，各市町村・農協
の中で利⽤農家を増やすとともに，農家への労働環境改善等に対する研
修を⾏い，雇⽤者としての働きやすい職場づくりへの取組を推進する。
併せて，働き⼿の募集もチラシ等の投げ込みやSNS等の活⽤で，求職者
の掘り起こしについて，募集農家の近い所でも積極的に取り組む。

・外国⼈技能実習⽣や特定技能，農福連携，シルバー⼈材，職業紹介所，
⾃衛隊退職者の活⽤などについては従来から県内でも取り組まれており，
関係機関と⼀緒になって，引き続きそれぞれの活動の活性化に努める。

・協会としては労働⼒⽀援⽀援センターの職員が今年の事業成果を農家
や関係者へ情報提供して，事業成果の達成に向けて引き続きデイワーク
の周知に努めたい。



（参考資料１）
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上記の図及び表 募集農家と成⽴の推移

図１ 充⾜（マッチング）率と応募倍率等の推移

図２ 充⾜（マッチング）率と応募倍率の⽉別推移
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（参考資料２）

図３ 臨時パートの時期別必要数量（１法⼈当たり⼈⽇）

地域の労働⼒に関する調査結果の概要
臨時雇⽤を必要とする時期や仕事内容についての質問に
回答のあった法⼈経営体182社の調査結果から

・経営類型別回答数
⽔稲専⾨や野菜との複合経営 ２５社
野菜専⾨や野菜を中⼼とした複合経営 ４４社
茶専⾨や茶・野菜の複合経営 ５８社
果樹専⾨経営 １１社
花きや観葉植物の専⾨経営 ６社
⾁⽤⽜・養豚・養鶏・酪農の畜産経営 １５社
サトウキビ専⾨やキビを中⼼とした経営 １２社
葉たばこを中⼼とした経営 １社
その他の経営 １０社

・臨時雇⽤を必要とされた主な農作業
⽔稲 早期作の播種・育苗・⽥植作業 ２〜３⽉

早期作の草刈り作業 ５⽉
普通期作の播種・育苗・⽥植作業 ５〜６⽉
普通期の草刈り・農薬散布作業 ７〜８⽉
普通期作の収穫作業 １０⽉

さつまいも 育苗ハウス苗切・植付作業 ３〜６⽉
収穫・出荷調整作業 10〜11⽉

茶 寒冷紗被覆・収穫作業 ４〜７⽉
茶⼯場製造・清掃作業 ４〜10⽉

果樹 ミカン類の収穫 ８〜３⽉
梅の収穫 ５〜６⽉
ブドウ剪定 ４〜６⽉

畜産 畜舎・鶏舎清掃作業 年中
牧草収穫 ７〜10⽉
養鶏⼊雛・出荷・飼養管理 年中

サトウキビ 収穫作業 12〜３⽉
キビ苗取 ２〜３⽉

葉たばこ 収穫・芽かき作業 ５〜7⽉

野菜収穫 １⽉ ごぼう・⾖類・⼤根・レタス・キャベツ
〜 ⼈参・⼭芋・ピーマン・きゅうり・トマト

３⽉ ・⾥芋・⾺鈴薯など
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

４⽉ ⾺鈴薯・ピーマン・⾖類・トマト・⽟ねぎ
〜 ・キャベツ・レタス・⼈参・きゅうり・

６⽉ ⾥芋・らっきょう・ニンニク・オクラなど
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

７⽉ ⾥芋・スィートコーン・トマトほか
〜 露地栽培の夏野菜全般

10⽉ （冬春野菜類の植付準備〜植付作業）
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−

11⽉ キャベツ・⼤根・レタス・トマト・ピーマン
〜 ・⼈参・ごぼうほか

12⽉



（参考資料３） 【募集した農家を対象としたアンケート調査結果（回答２３名／３１名）】

【応募したことがある求職者を対象としたアンケート調査結果（回答１９４名／４１９名）】



（参考資料４）

農家向けデイワークの参考書 上段 「利⽤マニュアル」
下段 「雇⽤の⼿引き」



（参考資料５）

南⽇本新聞社

左写真 情報誌「フェリア」
下写真 同誌内の農業パート体験に

関する広告記事

南⽇本新聞社
右写真 ライン広告への記事掲載


